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病虫害は少ない。根回りに山野草のナン

バンギセルが寄生することがあるが、こ

れはこれで観賞価値がある。 

生長は野性的。年々大きくなるので、数

年ごとに株分けしないと手に負えなくな

る。生育範囲を決めて見切りをするとよ

い。５月前後に膝の高さ程度で刈り揃え

ると大きくなり過ぎずに穂を楽しめる。 

鉢やマスなどを利用して生育範囲を制限

するとよい。当初は枯れた姿も風情があ

るが、年々大きくなる株の刈り取りなど

手間がかかる。葉の縁で手を切らないよ

う注意。切り花にて楽しむほうが無難。 
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姿 花 葉 
紅
葉 

黄
葉 

実 香 

○ ○ ○ ○ 

好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

ススキは「尾花」以外にも、芒、薄、茅（か

や）、萱（かや）などいろいろな漢字と呼び方

がある。 

Memo 

葉に斑が入るススキの園芸品種。斑の形状から、

虎斑（とらふ）、鷹の羽、矢羽、矢筈（やは

ず）なの名前がある。斑が入る以外はススキと

同様。斑が入ることで穂の出る前から観賞ポイ

ントになる。肥料は不要だが、窒素分が多いと

折角の斑入り模様が現れないので注意する。 

生長：速い 特 記 

イネ科（APGⅢ） 科 名 

夏緑／多年草／地被類等／草本植物 
／園芸品種 

  タカノハススキ 
  [ 鷹の羽芒（薄）]  


